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三
羽
ガ
ラ
ス
ゆ
か
り
の
地 

「
暁
に
祈
る
」歌
碑

　

信
夫
山
第
一
展
望
台
に
は
、

「
暁
に
祈
る
」の
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
歌
碑
は
野
村
俊
夫
さ

ん
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
に

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
古

関
裕
而
さ
ん
、
伊
藤
久
男
さ
ん

に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
暁
に
祈
る
」は
、
昭
和
15
年

に
制
作
さ
れ
た
映
画
作
品
の
主

題
歌
と
し
て
古
関
さ
ん
に
作
曲
依
頼
の
あ
っ
た
も
の
で
、

作
詞
が
福
島
市
出
身
の
野
村
俊
夫
さ
ん
、
歌
唱
は
本
宮

市
出
身
の
伊
藤
久
男
さ
ん
と「
コ
ロ
ム
ビ
ア
三
羽
ガ
ラ

ス
」が
手
掛
け
た
作
品
で
す
。

　

古
関
さ
ん
の
自
伝
に
よ
れ
ば「
中
支
戦
線
に
従
軍
し

た
経
験
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
、
前
線
の
兵
士
の
心
と
一

体
に
な
り
、
作
曲
が
楽
だ
っ
た
。
兵
隊
の
汗
に
ま
み
れ
、

労
苦
を
刻
ん
だ
日
焼

け
し
た
黒
い
顔
、
異

郷
に
あ
っ
て
、
故
郷

を
想
う
心
、
遠
く
ま

で
何
も
知
ら
ぬ
ま
ま

に
運
ば
れ
歩
き
続
け

る
馬
の
う
る
ん
だ
眼
、

す
べ
て
は
私
の
眼
前

に
彷
彿
し
、
一い

っ
き
か
せ
い

気
呵
成

に
書
き
上
げ
た
」と
記

し
て
お
り
、
古
関
さ

ん
に
と
っ
て
も
会
心

の
一
作
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

古
関 

裕
而

　
市
内
大
町
の
呉
服
店
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
５

年
に
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式

会
社
に
専
属
作
曲
家
と
し
て

入
社
。
初
め
て
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
船
頭
可
愛
や
」を
は
じ
め
、

戦
前
・
戦
時
中
は「
暁
に
祈

る
」「
露
営
の
歌
」な
ど
の
戦

時
歌
謡
、
戦
後
は「
雨
の
オ

ラ
ン
ダ
坂
」「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

カ
の
鐘
」「
長
崎
の
鐘
」「
と
ん

が
り
帽
子
」な
ど
未
来
へ
希

望
を
抱
か
せ
る
明
る
い
歌
謡

作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
多

く
の
人
々
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
以
降
は
劇
作

家・作
詞
家
の
菊き

く
た田
一か

ず
お夫
さ
ん

と
の
コ
ン
ビ
で
放
送
作
品
に

力
を
そ
そ
ぎ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ「
鐘
の
鳴
る
丘
」「
さ

く
ら
ん
ぼ
大
将
」「
君
の
名

は
」な
ど
の
主
題
歌
を
発
表

し
、
一
世
を
風ふ

う
び靡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
23
年
に
は
全

国
高
等
学
校
野
球
大
会
の
歌

「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」を
、
昭

和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
入
場
行
進
曲「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」を
作
曲

し
ま
し
た
。

　
福
島
市
に
関
係
す
る
主
な

作
品
も
数
多
く
作
曲
し
て
お

り「
福
島
小
夜
曲
」や「
わ
ら

じ
音
頭
」を
は
じ
め
、
数
多

く
の
校
歌
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
に

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
54
年
４
月
に
は
、
福

島
市
名
誉
市
民
第
１
号
と
し

て
、
そ
の
功
績
と
栄
誉
を
た

た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲上／野村俊夫さん、左／伊藤久男さん、右／古関裕而さん

コ
ロ
ム
ビ
ア
三
羽
ガ
ラ
ス

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー
ル
」で
窪く

ぼ
た田
正ま

さ
た
か孝
さ
ん（
古
山
裕
一
役
）、
中な

か
む
ら村
蒼あ

お
い

さ
ん（
村
野
鉄
男

役
）、
山や

ま
ざ
き崎
育い

く
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん（
佐
藤
久
志
役
）が
演
じ
、
公
開
収
録
で
来
福
も
し
た「
福
島
三
羽
ガ
ラ

ス
」。
史
実
で
は「
コ
ロ
ム
ビ
ア
三
羽
ガ
ラ
ス
」と
呼
ば
れ
、 

古こ
せ
き関
裕ゆ

う
じ而
さ
ん
は
作
曲
家
、
野の

む
ら村

俊と
し
お夫
さ
ん
は
作
詞
家
、
伊い

と
う藤
久ひ

さ
お男
さ
ん
は
歌
手
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
国
民
に
愛
さ
れ
る
作
品
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
く
様

子
は
ド
ラ
マ
で
も
大
き
な
見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

 

■
問
／
文
化
振
興
課　
☎
５
２
５
︱
３
７
８
５

古関裕而TOPIC
野球殿堂入り

　野球に関する多くの名作を生み出した
古関裕而さんの野球殿堂入りを目指し、
昨年11月に「古関裕而氏の野球殿堂入り
を実現する会」が推薦書を野球殿堂博物館
へ提出しました。結果発表は１月14日。
念願の殿堂入りに期待です！

・栄冠は君に輝く（全国高等学校野球大会歌）
・六甲おろし（阪神タイガースの歌）
・闘魂こめて（巨人軍の歌）
・紺碧の空（早稲田大学第一応援歌）
・我ぞ覇者（慶應義塾大学応援歌）

　など野球関連の曲を
多数作曲し、ライバル
チーム双方の応援歌を
作曲しています。

実はここにも
多彩な古関メロディー

　古関裕而さんの作曲した曲は、生涯で５千に
も及ぶといわれ、クラシックや演劇、スポーツ、応援歌、映画音楽
など、ジャンルは多岐にわたります。
■映画「モスラ」：モスラの歌
　須賀川市出身の“特撮の神様”円

つぶらや
谷英

えい じ
二さんが特殊技術監督を担当

した映画。作中で小美人（ザ・ピーナッツ）が歌う、モスラを呼び出
すためのあの歌も、実は古関さん作曲！
■別れのワルツ
　お店の閉店前に流れるおなじみのあの曲。実はスコットランド民
謡の「蛍の光」を古関さんが三拍子のワルツに編曲したものです。

伊
藤 

久
男

　

本
宮
市
出
身
。
ピ
ア
ニ
ス

ト
を
目
指
し
て
お
り
、
大
学

進
学
の
た
め
上
京
し
、
古
関

さ
ん
と
出
会
い
ま
す
。

　

昭
和
８
年
、
既
に
コ
ロ
ム

ビ
ア
に
所
属
し
作
曲
活
動
を

始
め
て
い
た
古
関
さ
ん
の
勧

め
に
よ
り「
今
宵
の
雨
」で
デ

ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
後「
暁
に

祈
る
」や「
高
原
の
旅
愁
」な

ど
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。

　
終
戦
後
は
映
画
の
主
題
歌

や
ラ
ジ
オ
歌
謡
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し

ま
し
た
。

　
紅
白
歌
合
戦
に
も
11
回
出

場
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５

曲
が
古
関
さ
ん
作
曲
で
す
。

リニューアル後をお楽しみに！
古関裕而記念館臨時休館

　館内展示の全面リニューアルのため、１月12
日から臨時休館し、３月に再オープンします。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

福島圏域　　出身!!

実は全員
生
涯
で
約
５
千
曲
を
作
曲
！

福
島
市
が
生
ん
だ
大
作
曲
家

野
村 

俊
夫

　

市
内
大
町
出
身
。
古
関
さ

ん
よ
り
５
歳
年
上
で
、
幼
少

の
こ
ろ
は
よ
く
遊
ん
だ
仲

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

27
歳
の
時
に
上
京
し
、
フ

リ
ー
の
作
詞
家
と
し
て
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
年
に

発
売
さ
れ
た
デ
ビ
ュ
ー
作

「
福
島
行
進
曲
」は
、
古
関
さ

ん
と
の
コ
ン
ビ
と
し
て
最
初

の
曲
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
、
61
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
作
詞
活
動
を
継
続

し「
暁
に
祈
る
」や「
東
京
だ
ョ

お
っ
母
さ
ん
」な
ど
の
ヒ
ッ
ト

曲
を
手
が
け
、
生
前
は
日
本

音
楽
著
作
権
協
会
の
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
音
楽
業
界
の

発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

昭
和
歌
謡
の
名
作
詞
家

音
楽
学
校
仕
込
み
の
歌
唱
力

昭
和
の
ス
タ
ー
歌
手

▲ボタンを押すと「栄冠は君に輝く」などの歌を
聴くことができる本宮駅前モニュメント

▲周囲には歌碑だけでなく作品の解説も

▲「暁に祈る」歌碑

▲リニューアル
　後の完成
　イメージ

ふくしままちなかイベントカレンダー ホームページで情報公開中！
アドレス：http://fukushima-event.com

●問／福島商工会議所
　　　☎536－5511


